
件名：新型コロナウイルス対策に関するマダガスカル政府発表（９月６日分） 

 

○ポイント 

●９月５日（土）、マダガスカル政府が、新型コロナウイルス対策に関する発

表を行いました。発表の時点での感染確認件数は累計１５２６９件です。 

●同日、ラジョリナ大統領が国営テレビに出演して、新型コロナ対策等の措置

についての発表が行われました。 

●事態は刻々と変わりますので、最新情報の入手に努めてください。 

 

○本文 

 ９月６日（日）の新型コロナウイルス対策に関するマダガスカル政府発表の

主要点は以下のとおりです。 

 

１ 新型コロナウイルス対策オペレーション司令センター（ＣＣＯ）による発

表（１３時） 

（１）新規感染確認は５０人で、これにより、累計感染者数は１５３１９人と

なった。新規感染者の確認場所及び人数は以下のとおり。 

・３０人：アナラマンガ（アンタナナリボのある地域圏） 

・５人：オートマチアーチャ（フィアラナンツァの所在する地域圏） 

・４人：ディアナ（ディエゴスアレスがある地域圏） 

・３人：アムルニマニア（ヴァキナンカラチャの南に位置する地域圏） 

・２人：アチム・アンジェファナ（チュレアールのある地域圏） 

・２人：ソフィア（マジュンガの北に位置する地域圏） 

・２人：ヴァキナンカラチャ（アナラマンガの南、アンチラベのある地域圏） 

・２人：場所の特定なし 

 

（２）新規快復者は２６人で、これにより、累計快復者数は１４１３９人とな

った。新規快復者の主な確認場所及び人数は以下のとおり。 

・１４人：ソフィア（マジュンガの北に位置する地域圏） 

・４人：アナラマンガ（アンタナナリボのある地域圏） 

・２人：オートマチアーチャ（フィアラナンツァの所在する地域圏） 

・２人：ヴァトバビー・フィトヴィナニー（トアマシナのあるアチナナナ地域

圏の南に位置する地域圏） 



・２人：アヌシ（フォールドーファンのある地域圏） 

・１人：アロチャ・マングル（ムラマンガのある地域圏） 

・１人：メナベ（ムルンダバの所在する地域圏） 

 

（３）新規死亡者は１人で、累計死亡者数は２００人となった。新規死亡者は

アチナナナ（トアマシナのある地域圏）にて死亡が確認された。 

 

（４）現在治療中の患者は９８０人（前日比で２３人増加）で、そのうち重症

者は４３人（前日比で４人減少）である。 

 

２ ラジョリナ大統領による発表 

（１）現在の感染状況について 

・５か月半に亘る新型コロナウイルスによる危機は、これまでとられた新型コ

ロナ対策措置が遵守されたおかげで、現在、感染はコントロールされている

が、新型コロナウイルスとの戦いが終わったというわけではない。 

・感染状況の推移に関して、マダガスカルにおける新型コロナ陽性率は７月２

６日時点では４２.５％であったが、９月６日時点では１０.６６％に低下して

いる。 

・これまで７００万人以上の個人にＣＶＯが配布されている。 

・新型コロナウイルスの第３の治療プロトコールとして利用されている、アル

テスネイト（Artesunate）とビタミンＣを配合した注射治療薬の臨床試験の結

果は、決定的なものであった。 

・今後１５日以内に錠剤タイプのＣＶＯである「ＣＶＯ＋」の生産が開始す

る。「ＣＶＯ＋」は、「Pharmalagasy」（注：新たに開設されたマダガスカル

の製薬工場）にて製造される。なお、「ＣＶＯ＋」はマダガスカルにおける研

究によって開発された薬で、アルテミシアとラベンサラ（注：マダガスカル起

源の植物）で構成されているものである。 

・新型コロナ禍におけるアーティストの現状に鑑み、今後の対策として、アー

ティストは１メートルのソーシャルディスタンス等の衛生措置の遵守の下で、

アンツォンジュンベ・コリセウム（Coliseum Antsonjombe）（注：大使館付近

のアナラマイチ地区に所在する）でパフォーマンスを行うことができる。 

・国家保健緊急事態はマダガスカルにおいてコロナウイルスが収束するまで適

用される。国民一人一人がウイルスに引き続き警戒し、衛生措置を遵守しなけ

ればならない。 

  

（２）国際線の再開 



・すでに発表されているとおり、１０月１日からノシベの空港では、国際線が

再開する。 

・ノシベ以外の国際空港（アンタナナリボ、ディエゴスアレス、トアマシナ）

では、世界における感染状況を見つつ、１０月から１２月までに再開すること

を検討している。。 

  

（３）今後の措置 

・マスクの着用は引き続き義務づけられる。 

・アナラマンガ、ブエニ（マジュンガのある地域圏）、ディアナ（ディエゴス

アレスがある地域圏）、サヴァ（マダガスカル東海岸の北部に位置する地域

圏）においては、２３時から４時までの夜間外出禁止措置が実施される。 

・レストラン、カラオケ、バーは２２時まで営業可能。ただし、客の人数が１

００人を超えてはならない。 

・教会等の礼拝所は、ソーシャルディスタンス及び衛生措置の遵守の下、再開

することができる。ただし、アナラマンガ（アンタナナリボのある地域圏）、

ヴァキナンカラチャ（アナラマンガの南に隣接する地域圏）、アロチャ・マン

グル（ムラマンガのある地域圏）、ブエニ（マジュンガのある地域圏）、ディ

アナ（ディエゴスアレスがある地域圏）、サヴァ（マダガスカル東海岸の北部

に位置する地域圏）については、１００人以上が同時に集会してはならない。 

・観光地、美術館、展示施設等は再開することができるが、客の数が１００人

を超えてはならない。映画館についても同様に、１メートル以上のソーシャル

ディスタンスを遵守の下、再開できる。 

・スポーツイベントは引き続き禁止される。 

・クラブ施設は引き続き禁止。 

・地域を超えた遺体の移動は、死因が新型コロナウイルスでない場合に限り可

能。 

・アンタナナリボにおける公共交通機関の運行は２１時までとなる（注：これ

までは２０時）。 

 

（４）教育 

（ア）１０月２６日に、義務教育の新年度（2020 年～2021 年）の開始が予定

されている。最終学年については１１月までに授業が開始される。専門学校の

新学期の日程は後日発表される。 

（イ）大学の新学期は１１月２日に開始される予定。 なお、それまでに公共

交通機関は通常通り運行させるつもりである。 

（ウ）技術課程教育の公式試験日は以下のとおり。 



・職業能力証明試験（Examen pour le certificat d’aptitude 

professionnelle）は９月１４日から１７日まで実施される。 

・職業訓練証明試験（Examen pour le brevet d’études professionnelles）

は９月２１日から２４日まで行われる。 

  

（５）地方間の移動 

 すでに新型コロナウイルスの感染が収束した地域レベルでの地方間の移動を

以下のとおり徐々に再開させる。 

・９月１１日（金）より、アナラマンガとアチム・アンジェファナ（チュレア

ールがある地域圏）間のルートが再開する。 

・９月１２日（土）アナラマンガとブングラヴァ（アンタナナリボの西，イタ

シ地域圏のさらに西に位置する地域圏）間のルートが再開する。 

・９月１５日から、アナラマンガとブエニ（マジュンガのある地域圏）、ソフ

ィア（マジュンガの北に位置する地域圏）、アチム・アチナナナ（ヴァトバビ

ー・フィトヴィナニーの南に位置する地域圏）、アロチャ・マングル（ムラマ

ンガのある地域圏）、ヴァトバビー・フィトヴィナニー（トアマシナのあるア

チナナナ地域圏の南に位置する地域圏）、アナランジルフ（トアマシナの北に

位置する地域圏）、メナベ（ムルンダバの所在する地域圏）、メラキー（マジ

ュンガとムルンダバの間にある地域圏）、アンドロイ（マダガスカル最南端の

地域圏）、アヌシ（フォールドーファンがある地域圏） 

を接続するルートが再開する。  

・アナラマンガとディアナ（ディエゴスアレスがある地域圏）、サヴァ（マダ

ガスカル東海岸の北部に位置する地域圏）を結ぶルートは引き続き停止。 

 

事態は刻々と変わりますので、引き続き政府から最新情報の入手に努めると

ともに、手洗い、うがい、マスク着用などの通常の感染症対策を行い、体調に

異常がある方は早めの医療機関受診を心がけてください。 

 

【参考：関連する日本のウェブサイト】 

新型コロナウイルス感染症（外務省 安全海外ホームページ） 

https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

新型コロナウイルス感染症について（厚生労働省ウェブサイト） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

日本国国立感染症研究所（コロナウイルスに関して） 



https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc/2482-2020-01-10-06-50-

40/9303-coronavirus.html 

 

 


